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c8 も
n判

品
作
、
れ
が
回
で
は
艇
焔
が
崎
、
え
る

判
？
の
関
係
は
ま
ず
ま
づ
場
一
粍
に
な
勺
て
い
る
〉
ニ

方
で
離
婚
伐
の
阿
川
附
が
ピ
口
通
に

心
、
了
こ
は
、
研
山
口
対
象
と
し
ん

J
7
7ノ
ス
で
は
日
本
k

り
も
以
間
か
ら
間
設
に
な
2

て
お
れ
、
法
的
に
も
ほ
々
な
分
析
、
崎
山
討
か
な
さ

h 
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ほそ
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4
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iii: 
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へ
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八
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天巳
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伺
え
ペペ
で
：九コ

本ん

桧
「ノ
回瓦
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尖え，

ド
ノ
条
）
。
つ
ま
り
了
の
wrm
設
校
育
は
、
原
則
と
し
て
、
父
母
に
よ
三
よ
竹
わ
れ
る
U

し
カ
し
民
法
は
父
吋
以
外
の
t
引
が
，
十
の

八
一
ト
ぃ
条

ポ
で
引
制
柁
（
り
辞
H
F
h
v牛

lUめ
て
、
白
川
秘
権
常
行
う

者
が
ほ
い
場
合
L

は
ま
以
h

A

呪
川
地
が
航
始
す
る
ち
の
と
し
て
い
る
の
で
為
る

一
八
タ
ふ
什
与
さ
ら
に

ー
六
六
条
一
荒
川
に
お
い

て
「
父
母
が
協
議
ト
の
球
眠
術
吉
す
る
と
き
は
、
p

ナ
の
監
高
b
f
「
ず
べ
き
者
そ
の
他
2札
h
A
茂
九
つ
い
て
必
要
な
事
頃
は
、
り
一
み
よ
り
協
設
ゼ
定
め
る
J

協
議
が
調
わ
な
い
と
き
、
又
は
協
議
中
」
寸
る
と
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
が
、
こ
れ
や
一
定
め
る
」

2
反
主
し
て
い
る
こ
と

1
2ぞ
れ
を
一
ボ
い
て
し
る
c

市

γ山町、ごぺげ上、打、

十
円
他
成
家
族
に
お
日
る
再
婚
相
手
は
、

山一れ

f
に
と
っ
亡
は
父
月
以
外
の
お

で
あ
句
、
法
的
い
長
撚
づ
け
ら

れ
た
権
利
義
治
に
女
い
つ
い
て
監
蕊
夜
九
け
を
行
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
場
合
が
少
な
く
な
い
戸
一

／
一
い
う
の
は
、
羽

じ
法
L
L
、？
λ
r誌
の
円
続
出
川
手
へ
川
M
P
、
連
れ
了
y
し
の
関
係
で
、
榊
親
こ
い
う
）

は
、
芸
7
4
U
H
料
析
と
い
つ
ら
作
に
よ
っ
て
し
か
ノ
ア
の

監
茂
孜
ム
レ
に
刻
一
q
J
る
法
律
上
心
暗
刊
を
取
件
し
、
占
め
る
い
は
義
務
を
p
買
う
戸
」
ζ

が
と
き
仕
い
か
ら
で
あ
る

も
ち
ろ
主
、
長
子
縁
組
に

ム
二
工
法
律
ト
の
剥

f
刈
係
を
形
成
「
れ
ば
、
支
凡
相
州
，
十
河
に
川
相
権
が
認
め
ら
れ
る
こ
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へはる

L
、
そ
う
れ
が
通
レ
で
あ
る
陽
台
も
あ
の

し
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し
、
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子
縁
組
と
レ
う
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段
は
、
義
組
子
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に
扶
養
義
務
や
お
続
権
も
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せ
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対
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す
る
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長
義
扮
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も
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け
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も
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円
え
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や
緋
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方
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主
要
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パ
」
じ
オ
＼
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を
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と
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れ
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権
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務
関
係
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の
よ
え
に
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内
什
ず
る
べ
き
か
が
問
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わ
れ
て
く
る
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さ
ら
に
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の
よ
う
な
関
係
が
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律
さ

れ
た
結
果
、
そ
れ
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で
の
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相
訓
ど
了
乙
の
対
係
は
ど
の
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寸
つ
に
会
わ
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め
る
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は
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う
に
訴
に
れ
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わ
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る
1r
い
う
出
、
で
、
取
μ

げ
と
は
叫
八
な
る
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と
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こ
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き
る
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で
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的
な
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さ
れ
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／
し
て
い
る
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伝
統
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な
わ
ち
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転
会
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八
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じ
け
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沖
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又
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昭
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神
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し
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み
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は
、
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転
と
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意
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が
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て
い
ゐ
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で
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茨
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な
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に
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、
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の
一
日
業
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の
意
味
で
は
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え
ゐ
側
の
あ
る
苦
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刊
を
、
受
け
攻
る
倒
の
別
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オ
ー
へ
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寸
る
こ
と

LJf
戸
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の
よ
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な
十
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は
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も
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台
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ず
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／
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叶
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｝
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仏
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と
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て
と
り
主
公
作
品
如
、
裂
と
あ
る
r

主
析
が
7

ノ
ラ
ご
へ
の
判
梓
ー
を
許
可
閉
山
制
度
、
ョ
倹
討
対
象
！
こ
ト
J

る
の
は
、
次
の
一
つ
の
止
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仁
よ
る
ラ
第
一
に
、

フ
ラ
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ス
で
も
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会
心
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還
に
引
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っ
て
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が
多
様
に
し

再
構
戒
家
肢
を
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め
で
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法
の
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予
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す
る
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な
い
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の
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が
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け
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に
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出
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し
て
い
る
。
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U
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そ
の
よ
う
仕
変
化
を
明
確
に
忠
誠
し
て
い
た

改
正
r
削
の
フ
ラ
ン
ス
t
訟
は
、

川
上
小
川
伐
と
同
じ
ノ
＼
継
親
や
羽
に
了
を
E
H
設
す
る
弘
明
一
4
？
と
慰
定
）
た
仕
ぶ
飢
え
と
は
な
っ
マ
、
い
は
ひ
～
J

た

の
で
忘
る
c

し
た
が
／
J

て
フ
ラ
ン
ス
リ
改
止
前
筏
の
議
論
し
は
、
現
代
に
お
け
る

f
心
は
議
の
あ
り
万
乞
考
え
る

L
誠
心
丸
る
日
本
リ
リ
に

と
っ
て
有
益
な
も
の
と
迂
る
で
あ
ろ
戸
つ
一
さ
ら
に
、
親
権
委
譲
制
皮
の
現
代
化
か
家
族
法
主
現
代
化
「
る
も
の
と
な
J

L

…
d
h
r
J
、
苅
住

ムい改

ι
へ
と
川
？
っ
日
＋
訟
に
1
／L
っ
て
一
ボ
唆
的
で
み
る
v

第

日
本
の
税
打
見
よ
し
は
、
球
婚
後

に
、
共
同
競
怪
人
吊
と
mv
問
渡
で
め
る
ハ

以
単
独
裁
持
に
限
ら
れ
る
た
め
、
共
同
義
柱
、
あ
る
い
は
！
？
門
戸
店
川
護
古
志
向
し
た
併
釈
論
・
立
川
い
品
川
、
山
多
殺
同
月
一
院
さ
れ
て
き
て
お
り
、

お
い
と
も
球
婚
後
共
同
町
秘
権
り
漬
が
悶
か
れ
つ
つ
め
る
し
こ
の

伝
叶
出
品

い
よ
ー
制
皮
の
y

ひ
っ
巧
一
一
凡
な

伐
に
共
同
ω
利
権
原
則
を
採
用
川
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ミ
伝
の
検
討
に
よ
｝
て
別
ら
か
に
す
る
こ
と
は
意
義
が
あ
る
｝
第
一
に
、
続
格
の

ゴヨ一
2
2
r帰川崎〕
と

2
江

2
2
r行
使
〕

と
を

μ別
ト
ヲ
ヲ
心
人
山
筏
的
な
号
、
託
方
が
存
自
す
る
f

妥
議
さ
れ
る
対
象
は
、
親
権
の

2Fd一号

と
あ
る
ν

元
一
二
日
の
一
対
象
と
は
な
ら
な
い
糾
慌
の

同
作

J
M
川
μ
尚
一
と
は
切
れ
伴
附
さ
れ
た
概
念
L
f
ν

て
存
在
す
る
組
憾
の

T
市九

オ

lfl

ー戸ニ

4L24〆
ハ
寸
同
市
町
」
は
、
去
、
議
省

コ
士
川
河
親
に
伐
さ
れ
る
こ
ζ

に
な
る

の
「
三
二
一
三
戸
川
、
帰
属
、

一、戸、ノヰん
P
〕

、！l
v
v

必
俳
ノ
J

い
」

の
検
討
は
、
子
ζ

共
汁
牛
γ山
を
バ
「
ワ
ル
ぜ
い
引
い
親
の
棒
利
義
務
、
ョ
考
え
る
よ
R
U判

r
r
J
て
む
山
川
ー
で
あ
る
つ
も
コ
午
ち
、
こ
の
M
m
wは
雪
渓

に
限
つ
に
も
の
で
は
な
P

ノ
一
プ
ン
ス

て
み
ら
れ
る
む
依
C
占
め
る
ハ
ご
の
区
別
が
円
本
法
に
お
日
る
親
説
明
り
球

一
併
と
こ
り
よ
入
に
百
九
な
h
、
そ
の
込
別
に
と
の
で
つ
注
意
味
が
為
る
の
か
。
川
本
法
が
r汀
つ
親
権
e
E
H
一
投
権
の
ヘ
刀
維
分
以
の
可
詑
性

一
F

七
ー
ハ
六
条
）

や沼一
pt品
市
川
治
権
誌
と
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
併
せ
ご
検
討
す
る
一
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ブ
ラ
、
〆
ス
よ
一
が
第
一
ア
ロ
に
よ
る
親
権
の
行
使
を
認
め
A
L
い
る
の
に
一
刻
、
J

て
、
ヨ
末
法
ピ
お
い
て
は
、
親
権
乞
第
一
ア
口
市
J

行
使
で
き
る

と
い
う
考
え
方
は
一
見
ら
れ

F
、
そ
れ
を
検
討
す
る
こ
と
は
呉
味
深
い
。

ブ
一
プ
／
ス
剖
株
作
に
は
、
日
本
法
に
は
な
い
伝
統
的
な
考
え
方

昨
日
二
府
ん
で
お
り
、
十
ゃ
ん
艇
で
は
で
れ
在
三
蚊
法
州
先
に
よ
勺
て
明
ら
か
に
t
L
～い
L

去
d

え
て
い
叱

本
一
机
は
、
ま
ず
、
認
権
委
譲
剥
佼
の
剤
投
以
降
、
現
代
化
に
い
に
る
ま
で
の
か
江
市
川
、
ペ
そ
こ
に
お
け
る
伝
統
的
へ
は
注
論
争
見
る
こ
こ

r
ト、
l

岱ノ一
f
、

フ
ラ
ン
ス
法
の
必
本
的
な
考
え
ん
を
明
ら
か
に
「
司
令
こ
〆
手
ヨ
摘
す
～
）
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
日
概
念
を
迎
解
し
た

で
、
改
正

C
E哀
を
検
討
「
る

一一）じふ
L
C
↑」は
m
v
f
h

r
J
C

年
の
改
正
に
お
い
て
去
ぷ
制
度
を
用
レ
て
現
代
化
が
行
わ
ー
れ
た

？υ法
経
緋
と
、
伝
統
計
な
w
号
、
え
刀
か
ら
い
こ
の
よ
h

つ
な
変
化
が
J
U
た
ら
さ
れ
た
U

か
を
明
ら
か
に
「
る
c

フラ〆ス；！；：：:s：づる礼不安心：：＇； 者 J、の委日iti. : 

FM鋭
的
な
一
丘
一
議
移
転
委
一
議

移
転
安
一
紘
一
肌
は
一
ヘ
八
L
江
戸
i
ヤ
い
作
か
っ
登
場
L
九
一
類
型
て
あ
り
、

LTh
一
議
制
肢
の
茶
木
型
で
あ
る
と
い
え
る
か
ら
、
ま
ず
い
て
の
限
引
的
背

開
門

F
B
V

」
知
る
必
市
民
日
ず
あ
る
勺
ー
で
は
、
阿
川
市
ん
的
立
制
h
J
V一
交
、
え
つ
コ
、
さ
つ
に

一
つ
あ
る
い
は
一
つ
む
い
割
削
二
回
切
さ
れ
る
接
伝
妥
結
m
の

別
出
品
構
造
に
つ
一
い
亡
山
快
A

川し、

7

一れ
L
L

か
つ
て
片
じ
る
日
体
的
な
権
利
義
務
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
一

H
で
は
、

ー
で
問
i

づ
か
に

な
パ
？
7

一
訓
円
前
を
惜
設
す
る
概
念
日
＼
具
体
的
に
ど
の
玄
ノ
に
機
限
〆
て
い
る
の
し
m
’
士
知
る
こ
と
が
日
的
で
、
あ
る
）
士
z人、

日人

Lh刀
山
対

J

？6
（
一
－

状
を
担
保
一
コ
ノ
る
た
の
、
ー
、

E
そ
れ
ぞ
れ
の
1
0
で
は
関
連
す
る

E
本
心
学
況
を
倹
討
f
る
υ

フ
ラ
ノ
ス
法
の
ぬ
格
制
改
に
お
い
て
パ
昂
し
で
認
め
ら
れ
る
幻
則
、

γ
な
わ
ち
、

その九十｝日間に、

『
ノ
｝
ワ
〆
ス
民
汗
が
そ
の
一
じ
ハ
モ
で

明
記
し
て
川
る
組
怪
不
可
処
分
性
の
原
則
を
い
中
ん
っ
て
お
く
必
泌
が
あ
る
口
仏
民
二
一
口
六
全
は
、
ー
j
M
h

り、
4
）h
什
｛
疋
げ
の
て
い
ゐ
口
一
刻
濯
に

るて〉

とて
お＇ J) 
-c 、、
負か
なな
！、2ょ Y、
し り主
棄
) 

い川
J

な
｝
白
説
渡
も
、
そ
れ
が
以
い
に
｛
疋
め
ら
れ
る
場
ム
日
ー
司
、
決
に
払
る
の

効
果
中
有

γ

こ
の
原
田
川
に
対
す
る
次
の
よ
う
な
付
税
有
閣
f
ん
も
間
設
し
て
い
る
乙
徐
に
、

と
ζ

ろ
が
、
立
法
持
は
何
時
に
、

11：~ J、y王子： CiO :1 1291 139 c20;11. て



c8 

仏
氏
一
七
仁
灸
MAび
一
七
七
九
点
の
に
お
し
い
て
、
親
権
行
使
の
ん
部
又
は
お
が
、
個
人
中
。
公
的
許
〕
く
は
恥
的
機
関
に
今
一
州
路
犬
、
れ
う

る

7r
）
を
｛
疋
め
て
い
る
ま
た
、
第

に
、
夫
続
出
刊
の
1

夜
光
め
L

日
二
だ
の
法
的
な
力
を
り
え
て
い
る
υ

す
な
わ
ち
、
一
本
成
午
台
一
に

も
n判

つ
い
て
の
親
怪
じ
使
の
主
税
正
は
η

こ
の
敦
ぼ
に
閥
、
二
I
L

父
母
古
十
九
婦
問
で
汀
白
に
締
結
し
た
取
決
め
は
、

裁
判
官
が
J

れ
ら
に
つ
い
て

決
定
す
る
に
1
」
に
ハ
て
宅
一
志
犬
、
れ
う
る

〔
仏
民
一

r
〕t
ハ条内山一公一

、」う
L
て
、
委
設
は
、
裁
内
所
の
コ
／

1
口
i
ル
を
い
れ
て
親
権
不
り
処
分
牲
の
原
則
や
修
正
rJ
司
令
形
で
存
在
す
る
り
で
あ
り
、

二
、
長
法
L

例
外
と
し
て
仇
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
主
る
c

I 

坪
弘
一
』
間
近

、、＼
f
u
v
i式
有
J

ムマて

i
y
J

一
J

4

1

3

j

l

u

父
梧
に
つ
い
て
の
失
権
制
度
を
初
め
て
立
沃
化
し

こ
の
法
律
は
、
第
一
斉
で
失
権
制
皮

第一

h
Z
L
K
久
目
的
川
度
に
つ
い
て
規
定
す
る
も
J

と
も
、
治

T
り
際
開
店
は
「
父
権
の
失
格
」
で
あ
る
が
、
弟
一
点
ji
（

U

肥
川
市
唱
は
同
課

の
介
人
二
工
り
、
「
人
は
そ
の
介
人
な
く
し
て
託
宣
さ
れ
た
未
成
イ
者
の
が
諜
」

2
い
ふ
も
の
で
あ
っ
た
υ

第
一
平
創
設
の
日
的
は
、

－

p
j
の
土
王
女
な
利
r
ゃ
い
伝
い
て
、
↓
ー
に
つ
し
い
て
亥
務
を
負
っ
た
ー
に
権
利
と
保
γ
訂
寸
守

17
九
る
一
一
乙
に
よ
っ
て
、
第
一
ア
ロ
に
茶
人
口
い
れ
て

い
る
L
j
の
状
Jd立
法
的
に
強
ル
川
ず
る

で
あ
る
守
一
の
工
う
ほ
司
ー
的
を
も
っ
て
剣
一
試
さ
れ
ん
に
委
該
制
定
に
お
い
て
段
も
慕
本
的
な
猿
引
ζ

し
て
川
作
律
二
条
一
政

i

j

j

、

こ！こ〉」

そ
の
よ
λ

な
L
j

ピ
行
政
権
版
、
に
一
ρ

っ
て
行
怖
さ
れ
る
持
別
ー
ゴ
保
設
の
体
制
f
に一台

ノ、、7J、

可
制
が
出
発
的
に

f
を
第
一
括
に
長
ね
た
場
合
の
父
怪
一
一
会
議
で
あ
る
。
こ
の
口
は
羽
行
作
と
陀
ハ
吋
弔
問
す
る
。
逆
に

し
い
ん
〕
m

…vv吋山
、

ド
ー
時
心
川
以
内
？
に
わ
悦
お
な
の
は
、
委
設
の
対
象
が
ハ
f

人
権
の
行
使
だ
け
リ
セ
な
ノ
＼

E
L
2
2勺
f

一
一
市
］
崎
〕
を
も
白
ん
で
い
た
／
」

γつ点、
C
あ

る
n

つ
ま
り
た
格
点
課
さ
れ
な
か
っ
に
と

L
て
ー
へ
は
ら
父
権
の
E
z
r
E
Z
（
帰
属
一
」
／
｝
放
棄
L
て
L
ま
う
こ
と
が

行
止
行
山
中
へ
の
一
部
分
で
d

め
る
こ
と
が
限
引
で
お
る
か
、
崎
明
被
〔
何
人
J

持〕

委
設
の

け
象
と
は
る
の
は
規
格
f

父
権
）

の

zz一
ミ
一
ネ
（
帰
属
、
ー
ピ
も
対

~； 

／ 

ア
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象
と
す
る
を
一
点
、
も
、
現
行
法
の
例
外
と
し
て
存
続
、
〕
て
い
る
v

そ
の
特
設
や
意
義
に
つ
い
て
は
伐
の
現
汗
法
に
問
「
勺
p

こ
ろ
で
述
べ

L
K
L

宇
な
す
ま

ーノイ

d
j
j
t

丘一

以
後
多
く
の
性
向
止
言
受
け
る
こ
乙
に
な
る
」

お
い
て
、
妥
議
判
い
は
は
ど
の
よ
う
な
古
希
を

宍、、、
JfAい

持
つ
の
か
。
移
転
妥
当
凶
W

引い品、／一淀川法
1

う
る
日
木
法
刀
剣
皮

r
L
て
、
民
法

r
Z
ハ
ム
ハ
条
の
院
？
没
者
指
定
訓
昨
ほ
か
一
挙
げ
る
こ
、
二
九
J

で
ぎ
る
U

_, 
、
v円

」

ブ
ラ
／
ス
の
移

KT九
三
語
紙
段
、
」
中
心
較
す
る
小
人
い
の
に
、
ま
ず
日
良
工
二
ハ
粂
を
め
ぐ
る
日
本
の
半
説
の
議
論
状
況
を
犯
窪
「
る

r－
次
に
、

7

7

2
、
の
移
転
一
変
一
点
制
度
に
つ
い
と
、
？
リ
法
川
崎
U
口
を
確
認
し
っ
ぺ
、
条
げ
人
ニ
に
現
れ
た
変
化
を
迫
う
ご
と
に
よ
J
J

て
、
一
心
制
度
を
町
ら
か
に
し
、
続
け
て
判
例
古
検
討
す
る

HYL
に
よ
っ
て
共
体
位
以
、
山
店
市
場
丙
を
知
る
す
】
て

一
乱
｝

日
太
子
出

フラ〆ス；！；：：:s：づる礼不安心：：＇； 者 J、の委日iti. : 

日
本
に
お
い
て
じ
よ
六
条
の
J
W
且
J

議
長
持
心
制
川
町
パ
百
点
け
ら
れ
よ
J

は
的
は

家

制
度
と
成
皮

rる
J

ぷ
父
長
制
度
む
と
戸
川
咋
用
し
て
い

L
m
川
ム
町
民
法
に
お
い
て
は
、
婚
胸
中
は
も
ち
ろ
ん
、
持
婚
後
も
原
則
と
し
て
「

f
ハ
其
家
ニ
存
ル
ハ
人
ノ
絞
権
一
一
版
ス

一
旧
べ
じ
じ
条

そ
の
ト
ヘ
ム
ノ
ム
江
団
体
制
の
牛
で
配
川
護
者
指
定
制
皮

日
八

も
の
と
さ
れ
て
い
に
の
で
為
る
い
わ
’

一
一
条
）
が
設
け
ら
れ
た
の
は

乃
し
司
日

目
寸
〈

つ
レ
て
は
KM
の
院
設
を
u
b
M
7
J
L
Y

す
る
と
い
ろ
使
玩
上
の
対
請
が
あ
っ
た
か
ら

「
f
の
た
め
の
組
了
法
L

と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
現
行
法
に
お
い
℃
は
、
家
の
た
め
の
綿
子
法
か
っ
1

視
の
た
め
の

純
子
法

昨
夜
半
4hL
判
定
制
い
止
は

f
の
恒
祉
の
観
i

一dhv

L
J
広
く
活
用
さ
れ
る
に
ギ
ヮ
て
い
る
ラ
メ
、
の
治
川
の
お
向
性
は
、
離
拾
の
際
の
，
ぃ
J

の
制
定
件
－
F
川
護
り
拾
を
め
ぐ
る
畠
い
／
一
い
う
現
象
乙
、

コヘ＼
h
ソ
品
川

1
b
こ
夜
九
7
Q
O

d

！

j
L
f
f
f
l
j
 

刊
利
権
者
に
も
払
7
0
昨L
A
主
権
の
笥
尽
な
い
ー
円
以
況
と
い

川
者
の
現
象
に
同
情
す
る
説
経
は
、
y

十
の
奮
J

い
台
い
紛
予
で
あ
る
n

八
八
条
二
言
明
は
、

父
母
の
婚
個
中
は
、
父
対
が
共

八久ーボ一

f
的
引
の

J
吋
で
み
♂

h川
、

日
本
法
に
お
ρ
て
、
刈
権

η
い十ハ川叶一行使
p
h
J
F犯
で
あ
る
こ
と
を
明
z

人
rf
川
坑
｛
止
し
て
け
る
の
は
こ
の
八

し
た
が
コ
て
父
母
か
婚
姻
し
て
い
る
場
合
に
の
司
会
祝
福
は
江
八
円
行
使
さ
、
れ
う
る
－
日
本
民
法
が
雌
F

叫
町
役
は

日
L
？と
υ、「
l

て
い
4
0
n

11：~ J、y王子： CiO :1 1911 191 c20;11. て
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単
独
親
権
吹
以
則
と
v
〕
て
い
る
Hy川
は
、

た
父
い
り
は
た
γ

活
ユ
会
一
共
同
ケ
〕
h
a
く
な
る
二
と
か
ら
、

H
八
同
三

f
の
掛
権
を
行
使
す
る
二

ぷ
山
｝

と
が
実
任
l
凶
黙
と
あ
り
、
実
効
的
立
な
い
た
め
、
千
f

い
こ
っ
て
利
日
一
と
な
ら
lq
い
司
に
あ
る
と
説
明
手
れ
て
き
た
と
ご
ろ
が
、
羽

も
n判

実
に
は
、
戸
一
の
離
婚
後
単
独
秘
権

c
m一
則
に
関
連
し
て
深
刻
な
問
さ
が
サ
じ
て
い
る
わ
」
す
な
わ
九
、
断
続
に
際
し
て
、
副
は
、
親
催
者

え
は
既
設
権
者
ζ

川
止
め
ら
れ
白
け
れ
ば
了
に
対
す
る
切
り
権
刈
一
を
牛
へ
う
と
考
え
、
そ
の
結
果
、
了
幻
視
潅
e

監
7
4
は
権
を
め
ぐ
っ

し
ピ
ド
い
が
い
肢
坊
さ
れ
る
の
で
あ
る
n

f
の、）／）は、

ι
ん
に
州
ダ
事
者
で
ふ
ぬ
る
川
出
約
中
の
天
川
仰
の
明
刊
で
も
、

い
ず
れ
h
I
子
の
陀
詫
壮
行
、
7

か
と
い
二
つ
門
限
点
か
ら

寸
叶

1
判
外

こ
り
う

ム
リ
、
子
の
伝
レ
合
い
紛
争
は
、

瓜
p

イ
ト
か
な
れ
り
あ
ξ
厄
介
な
回
想
と
形
～
ー
さ
ー
れ
て

一
三
」
で
は
と
！
八
」
ハ
久
本
以
、
続
権
1
y

」1
見且守点権をハ甘い料、下山
1

る
三
と
に
よ
〆
亡
、

情
乞
緩
和
す
る
た
め
の
杓
置
の
一
っ
し
し
し
て
機
能
す
る

て川大
J
J

て
し
ま
う
と
ω

る
そ
る
親
心
感

L、

没
者
心
設
住
者
に
よ
る
川
町
一
歳
出
惟
む
活
用
な
い
し
決
棄
2
い
う
現
象
に
泌
す
る
涼
起
は
、
児
童
虐
待
叫
十
川
一
定
作
う
憤
恒
的
虐
待
だ
行

で
な
く
、
高
司
肢
交
な
ど
の
山
内
川
町
判
的
虐
待
え
R
む
）
で
め
る
d

ご
一
り
問
題
は
、
婚
約
や
議
船
と
は
年
関
係
に
、
p

十
い
引
い
て
、
そ
の
了
1

む

へ
事
実
上
、
慌
護
d
る
苫
が
い
る
限
り
起
こ
り
λ

る
什
川
河
里
虐
待
に
関
い
て
は
、
貞
子
仏
i
c対
処
方
は
で
あ
る
穀
権
喪
失
五

E
が
付
わ

q
J
一

れ
る
の
は
午
間
i
欽
件
三
あ
る
と
と
、
親
権
者
の
2
5
に円札、
ν
て
児
市
制
吐
法
一
仁
条
項
一
一
言
に
定
め
る
措

Z

H
級
交
託
ゃ
施
設
へ

の
人
所
）
ケ
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
る
同
法

ヘ
条
の
い
い
い
ぜ
件
数
も
ふ
八
（
判
件
、
成
認
件
数
は
一
ハ
一
件
亡
し
r
と
士
る
こ
と
、
そ

れ
に
対
1
ν

て
L
L
内
情
談
所
三
汁
叱
し
十
一
児
一
Z

パ上山
L

C
の
相
談
件
数
は
刊
々
増
以
1

J

て
b
り

へ

訓

一

一

位

」

る
と
い
う
か
ら
、
主
誌
は
深
刻
で
あ
る
。
こ
と
で
は
じ
一
ハ
九
条
は
、

。
。
八
刊
に
は
凶
弓

泊
切
な
沼
一
請
を

R
設
者
と
お
だ
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
え
慌
で

羽
れ
る
。
本
稿
の
間
投
与
思
局
、
つ
士
り
w

こ
で
は
〕
ハ
ハ
条
ト
f

再
構
成
家
ik一以
ζ

ロ
ー
と
第
一
名
y

」
の
共
同
4
i川
訪
日
除
に
泡
用
り
計
方

'" 、

〕
八
八
条
に
払
っ
て
税
権
と
昨
抗
議
権
か
公
民
主
G
品
集
問
棋
乙
な
る
の
は
、
既
設
権
者
こ
な
れ
ろ
る
者
の
範
ULE
で
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ま
ず
、
、
入
可
だ
刊
で
ー
ゴ
く
釘
一
守
山
内
い
U
7
一
戸
し
芯
斗
て
と
、
二
l

↑山間
t

に
で
き
る
と
い
う
立
ぬ
が
、
通
説
、
乙
v
J
て
｛
心
者
い
て
し
る
じ
，
i
り
や
一
政
U
7
一治

二
者
に
委
託
す
る
こ
と
一
は
1

山
湿
の
を
九
日
折
、
約

へ
ま
と
は
春
川
け
）

に
よ
う
て
第
一
一
者

と
’
二
し
川
川
市
内
、
↓
i

J

る
が
、

J
v
z
f
コ
京
王
坊
主

同
J
σ
F
f
v
；＝
u

に
件
穫
を
委
託
し
ん
よ
一
き
は
、
そ
の
ふ
久
更
に
は
協
議
ま
た
は
審
判
を
必
要
こ
す
る
」
の
片
山
山
町
で
、
第
一
一
省
を
監
芯
白
石
乙
疋
め
る
i
芸

ご
ザ
点

γえ
司
令
の

問
題
は
、
税
強
者
の
烹
に
反
し
て
い
る
場
介
、
あ
る
い
は
、
協
議
山
離
婚
、
口
ハ
ハ
条
）
と
、
中
、
れ
か
一

準
用

γ
る
絞
川
司
雌
裕
（

条
〉
、
新
川
州
の
取
泊
し
（
ヤ
〕
川
凶
ん
ん
ふ
男
、
父
の
認
し
可
今
『
八
八
条
）
1
1
川
上
れ
の
場
合
C
J勺
、
第
一
軒
仕
上
の

4A
且
＃
説
者
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
会
か
で
丸
山
る
c

児
主
席
待
の
刊
強
は
、
、
」
む
ト
バ
に
現
わ
る
f

－
こ
れ
を
汁
ど
L
q
J

るリ
γ説
し
し
し

て
、
以
下
り

説
か
み
点
る
。
広
七
六
六
条
の
J
J
吉
根
拠
条
文
う
L

し
て
第
一
者
へ
の
ih謀
者
指
定
を
認
吟
JGY
げ
一
υ
怖
か
ら
、
円
牝
判
判
中
レ
（
当

h
J
ノ千日、

目
、
し
i

民
法
じ
！
ハ
ー
ハ
条
、
家
事
、
い
い
九
条
一
f

収
乙
組
出
ロ
ワ
C
M
M
γ
古川、

r
J
C
P
L
連
を
す
る
桜
山
肌
を
は
っ
親
権
者
中
後
見
人
心
権
限
だ

フラ〆ス；！；：：:s：づる礼不安心：：＇； 者 J、の委日iti. : 

け
い
は
任
せ
こ
お
け
台
い
J
家
履
い
仏
新
寸
断
が
考
λ

だ
と
k
z
t

に
、
続
格
者
や
続
技
む
山
市
【
リ
て
な
ど
に
よ
っ
て
、

続
格
者
や
片
品
川
口
出
入
と
は
別

に
第
一
市
ι
J
V
4
H
め
て
ム
汀
て
の
い
説
L
Y

し
f
L

最
適
ド
rv告
を
監
高
権
者
と
し
て
選
科
し
た
り
、
子
の
MJ
民
義
読
J
Y
，
弥
成
し
、
ヲ
げ
の
給
付
J
V
ム仔
L

K
り
す
る
権
限
を
付
与
し
た
も
の
で
－
…
ゐ
と
解
ナ
べ
き
で
あ
る
」

2
込
へ
る
つ
叩
川
村
教
授
も
同
F

休
心
す
一
説
ん
で
あ
る
υ

と
れ
に
い
刈
｛
二
＼

お
七
z
ハ
六
条
だ
け
さ
な
く
八
一
同
条
を
ー
も
い
校
拠
条
文
と
す
る

υ
場
も
あ
る
乙
こ
の
？
J

場
は
、
親
権
者
心
芯
に
反
し
て
お

7P
を
F
護
者

二
者
、
こ
を
ι
く
刊
し
叫
に
置
い

。
つ9
 
1
 

9
 
1
 
1
 

rけ

υ
J
ナェA

了
日
伝
祉
を

4
断
す
る
で
に
～
は
第
一
次
的
に
は
組
権
者
に
よ
る
子
の
阿
世
去
を
1
J
J
九
る
ご
乙
に
な
る
U

一川

と
U
め
る
こ
と
は
、
八
一
一
同
灸
の
親
住
民
宍
制
度
と
日
八
昂
の
法
盤
を
持
？
も
の
で
あ
r

る
と
斜
点
、
了
の
約
社
に
言
一
た
な
影
響
日
小
及
ふ
恥

J

れ
の
あ
る
事
情
の

F
で
は
、
第
一

x
n
L
d
E「
護
む
旬
「
）
て
υ
引
に
で
き
Q

4

F
る
υ

一
川
説
の
吋
一
ぼ
人
の
泣
い
は
、
父
母
の
叫
採
石
乙
し
て
の

γ

ハ
門
川
切
竹
の
一
昨
川
併
せ
魚
崎
出
が
相
対
的
に
向
い

h
f＋
l
A

、

ァ
r十
t
v

恒
一
の
凸
に
お
い
こ

糾
持
者
が
第
一
一
者
y
しの

古
と
い

川
崎
パ
係
で
こ
一
り
よ
う
に
梨

t
ら
れ
る
百
と
い
う
こ
／
）
の
認
論
（
制
川
市
机
）

に
市
川
」
況
の
通
い
が
あ
る
ζ

一
す
で
令
。
、
町
は
親
権
者
た
る
父
母
と
徐

た
だ
し
、
い
ふ
一
1

れ
の
弘
前
を
保
っ
て
も
、
不
透
切
で
な
い
織
に
第
一
苔
セ
優
先
手
ド
る
、
一
と
は
認
吟
ら
れ
ず
、
ま
f
ハ、

で
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ま
く
親
権

r

ハ
ー
視
の
地
か
に
つ
い
て
J
E
J
J
察
ャ
ー
ベ
き
本
一
憎
い
と
っ
て
は
、

小
t

i

八万と一
μ

わ
ざ
る
を
え
な
い
r

2 

ワ
フ
ン
ス
ナ
仏

父
i手
jユ
タ！
の
第

苔
i 
0 

Nfi 

し
つ
戸、
日ν

ρ店I;1去半：1iii) i; c94) 194 [201つ百

も
n判

ワ
ラ
シ
ス
に
お
け
る
紺
悼
の
長
議
制
度
は
、
親
権
を
一
二
三

2
月

r
d市
寓
ご
と

1
3
2
2ヨ
〔
行
使
」

乙
に
い
町
川
一
九
2

る
こ
こ
ろ
か

ら
珂
熔
L
7
0
必
安
が
あ
る
n

相
訓
協
惜
ム
ケ
チ
タ
一
議
「
る
と
は
J

え、

委
一
識
さ
、
孔
る
対
象
は
司
権
の

行
使
」

に
限
ら
れ
る
と
い
｛
つ
河
川
貯
か
一
般

た
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
口
ご
さ
「
リ
コ
号
フ
山
尻
r

と
い
う
の
は
、
親
読
を
つ
の
包
抗
的
な
r池
山
刊
義
務
乙
守
し
て
比
た
場
合
に
、
そ

の
存
ム
F
zピ
ペ
サ
能
に
し
て
レ
る
概
念
と
し
て
氾
探
で
一
号
7
匂
t

こ
の
相
明
推
ハ

vzc一
さ
庁
八
日
市
民
）

は
、
父
母
に
ー
か
収

L
え
な
い
よ
J

心
で

応
h
J

、
そ
の
芯
味
で
、
円
本
法
に
お
け
る
行
柏
町
溜
桂
三
品
弘
前
で
岱
場
「
る
苅
JW
悦
心
情
辰
と
レ
ト
つ
械
な
の
従
え
方
と
以
て
レ

ホA

f主
の

一
行
伎
一
と
い
う
の
は
、
↓
l
C
利
誌
に
い
ほ
う
mm
り、

ど
対
立：
と

炉支
乙吾十cv ハ

制；二
度会、

て 主力
あ L
一， h

6＂＇つ
へ λ
w 

t吃
/, 

; 
dう
』ノ

に
記
議
制
皮
は
、
原
川
町
と
［
て

1

7

J

士
火
1
2
1
 

い
帆
権
心
江
戸
｛

E
早
（
U

吋一局）

2
い
ム
ノ
概
念
は
、

ソ
フ
シ
ス
ム
院
に
お
い
て
と
う
｛
去
投
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
う

7
か
d

そ
も
門
戸
J
Q
、

日
ノ
／
ス
の
私
権
法
中
之
、
円
門
戸
一
位
片
足
。
（
何
品
）

（
あ
る
い
は

C
E
rロ
胃
〔
舟
河
川
〕

JVι

ん
つ
す
る
醤
J
U
U

持いす

E
己
P
R土
切
）
〔
帰
属
一
者
、
」

よ
っ
て
初
め
て
親
杓
法
問
に
組
み
入
れ
つ
れ

い
う
一
μ
棄
は
用
い
ら
れ
亡
レ
な
か
っ
た
r

J

い
り
七
宇
一
百
一
井
ー
の
法
律
皆
川
一
九
一
一

PJ 

羽
行
法
三
は
仏
民
三
七
V
一
条
の
七
に
お
い
て
、
「
親
権
の
片
付
d
一ω

、
ご
カ
＼
J

三つ
L、

て
い
る
わ
ノ
け
で
は
な
く
、
し
か
も
こ
の
一
条
C
L
か
出
い
ら
れ
て
い
江
い
J

家
除
法
心
代
表
的
な

教
科
辛
ハ
を
日
門
心
て
も

尽
い
九
つ
れ
r日
表
現
E
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

f
、
み
の
な
義
争
記

L
て
い
る
も
の
は
な
い
法
律
針
典
に
よ

る
こ
、
三
二
］
2
2
〔
帰
属
お
〕
／
｝
は

吉
日
仏
汗
者
」
で
あ
る
。
ま
ー
己
、
学
一
礼
や

1
例
に
よ
っ
て
、
ナ
の
表
現
月
J
一
は
若

1
Rな
り
、
判
桃
山
信
心
強
利
一
三
円
。
ニ
門
戸
ニ
正
こ
C
E
m
v

－U
漬
也
九
山
主
咋
こ
し
て

一
、
法
律
あ
る
い
は
知
六
約
勾
J

に
よ
っ
て
）

琵
ま
九
、

J
V
R
 
H
J

ぇ、
b
vれ
た
、

や
、
親
権
の

、ノ】
ぴ
U
J
G
L
Q
J

「
u 

Fキ

ーdu 

’F 
同--伶
） 

2
レ
う
よ
れ
現
が
H
H
A
ら
れ
、
こ
れ
を
立

L
E
Z
［
倍
以
〕
と
同

寸

〆
〉
〕肩

主↓
し



て
い
る
さ
「
で
あ
る
じ
す
州
、
、
後
ご
ち
触
れ
る
が
、
い
ん
法
h
ハ
一
一
斗
〈
り
字
、
及
び
引
い
会
政
策
家
族
法
典
L
一

川
学
、
の
一
八
に
は
一
、
の
よ
う
な

表
現
が
い
川
い
つ
れ
て
い
る
そ
し
て
他
方
で
、
親
権
に
つ
い
て
「
行
伎

と
い
う
表
羽
も
い
い
［
川
い
に
い
る
三
と
か
ら
、
学

一
説
は
、
「
副
縫
の
注
利
」
や
「
権
利
そ
の
ー
も
の
こ
い
う
去
北
川
J

場
合
に
は
、
制
権
の
仁
使
、
こ
は
区
別
し
、
税
権
心

5
2｝
E
Z
〔帰

馬
J

、
二
、
う
概
念
／
「
手
品
川
窪
ず
る
の
で
あ
る
U

ま
ん
＼

7

レ
は
、
一
七
条
の
弟
二
墳
の
一
親
権
は
父
母
三
日i
四川内
L
2
Q
i；
じ
こ

い
う
t
f
～
ヨ
百
ら
、
こ
れ
か
一
刻
に
認
め
～
ら
れ
て
い
る

↓
べ
一
枚
ト
リ
（
了
J
J
の
pyを
や
み
μ川
し
た
者
と
か
軌
び
っ
く
、
取
替
え
り
き
百
は
い

河
川
い
繋
が
り
の
法
鳴
門
町
結
）
か
つ
抗
的
日
的
な
使
命
一
で
あ
り
わ
＆
と
し
？
に
L

－
で
、
こ
れ
を
恨
州
一
と
し
と
父
母
は
三
三
主
主
／
問
υ偶者）

F
h

一

応
る
と
述
べ
て
い
q

る
c

つ
ま
り
、
テ
レ
が
説
椛
の
三
一
一
一

E
Z
八
帰
収
）
は
父
り
に
民
ず
る
と
4
7
7
え
る
机
拠
は
、
ゐ
一
七

従
来
の
－
に
↓
め

フラ〆ス；！；：：:s：づる礼不安心：：＇； 者 J、の委日iti. : 

る
み
一

L
て
一
同
時
に
、
そ
の
丈
茶
は
、
設
に
号
、
え
ら
れ
。
一
じ
然
的
か
つ
抗
般
的
な
伎
ム
叩
」
と
述
べ
て
い
る
と
門
え
る
わ
宇
高
に
I
L

く
か
ら
為
る
点
政
ず
に
ふ
め
る
た
め
明
ぽ
に
は
定
義
つ
行
ら
れ
て
い
な
い
も
む
の
、

基守

一
ア
レ
叫
M

定
義
L
た
よ
う
L

理
的
川
さ
わ
て
い
る

も
の
と
い
い
わ
れ
る
J

な
い
山
、
こ
の
よ
抗
攻
は
、
出
史
的
山
は
次
の
よ
う
な
れ
待
が
あ
っ
た
ハ
ま
ず
、
駒
川
／

F
T一
一
川
然
〔
非
納
山
」
J

忍
校

と
の
明
確
な
区
別
に
よ
け
向
者
は
家
族
と
い
＋
構
造
の
牛
か
ら
生
み
刊
さ
れ
た
悶
係
で
。
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
絞
巨
は
日旬l｝5

 

Q
U
 
l
 
一09
 
1
 
1
 

rけ
UG
 

子
！ャ！？吋

、
j
 －
N
1
 

家
族
で
は
な
く
個
人
の
関
係
と
）
て
把
握
さ
れ
た
〉
し
た
、
？
っ
て
、
摘
出
家
絞
の
視
だ
円
が
父
怯
の

z
c
E
Z
r
H
W泌
さ

力
、
中
あ
り

目
快
、
家
絞
り
視
に
父
抗
慣
の

2
4
L
2沖
合
帰
属
〕
は
与
え
ら
れ
て
い
長
か
っ
た
の

羽
f

引
は
、
格
納
に
基
づ
く
こ
何
よ
号
作
品
川
出

引
は
な
く
、
親

f
関
係
か
り
託
さ
れ
れ
ば
、
」
ヲ
ペ
て
の
以
子
制
拾
の
ご
F
Z｝

E
2
r
帰
属
高

市」
ι
hヲ
Q
3

以
ー
の
認
識
を
跨
ま
え
、
以
、
＼
よ
り
H
H
、
体
的
な
三
日
常
に
人
々
。
移
転
一
会
誌
は
、
河
川
帆
の
白
忠
の
古
戸
川
市
ζ

い
う
献
な
か
ら
、
ゴ
に
ら
に

年
い
説
委
一
議
｛
山
ぱ
｝
〆
｝
強
引
委
譲

、
」
い
う
大
き
く
つ
の
袋
店
に
分
行
ら
れ
る
n

( l; 

n
E委
譲

ゐ
仁
ト
し
品
市

川
（
は
、
次
む
よ
う
に
記
止
て
い
る
一
一
父
母
は
、
状
況
が
勾
」
れ
か
民
主
す
る
と
討
は
、
議
f
J

惜
の
行
使
の
全
部
え
は
一
部 ~r-
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を、皆川一

r、
家
紋
の
構
成
一
貝
、
信
組
に
僻
す
る
近
親
者
、
ー
の
受
人
れ
に
つ
し
3
認
吟
さ
れ
z
l
h

施
設
、

J
へ
目
肢
の
U

店主中山
l

ムU
M

官
助
機
関

に
ぺ
主
認
す
る
止
め
に

日日ハ河
I
U
J
L
d
へ
は
悩
川
刊
に
裁
汀
官
に
j

一
J

り
に
や
～
了
J

る

γこ
が
さ
さ
る
」
υ

れ
芯
委
譲
、
こ
は

一
司
剥
に
－
o

っ
て
μ
n
u
p

も
n判

的
に
注
さ
れ
る
上
空
訟
を
指
「
丈
一
汁
上
は
、

所
独
却
場
ー
の
場
合
に
は
個
別
に
己
J
U

て
が
刊
誌
工
一
説

共
同
調
棒
川
J

場
常
に
は
共
同
で
、

め
る
し
、
あ
｝
白
い
は
い

の
場
ム

rcも
軒
別
に
中
Vι

て
が
一
円
詑
ζ

？
と
刊
め
る
ハ
し
か
）
、
一
千
九
1f
ぷ
択
の
一
心
文
一
片
一
ン
：

権今川」／
J
U
伊川
4
0
J

る
限
り
に
お
い
て
、
市
現
又
は
M

ぺ
の

万
の
ん
じ
烹
を
必
中
久
ζ
r
J
る

か
ら
、
共
同
訓
慌
の
場
合
に
は
父
母
以
お
り
合
立

が
必
要
で
あ
る
と
い
中
号
、
え
ら
、
れ
て
お
り
、
一
八
一
川
鴇
権
の
場
合
に
方
心
情
坊
に
よ
っ
ご
坤
？
リ
て
が
な
さ
れ
に
場
合
の
め
巣
は
、
山
方
の
苅
刊
の

単
独
鶏
催
と
な
る
と
考
え
ら
、
れ
と
い
る
J

フ
ラ
ン
ス
見
出
州
ハ
山
Lι
委
設

と
い
う
与
散
が
お
れ
た

ハJ
C
一
ア
ト
ハ
り
げ
は
止
に
ム
l
る
ま
で

八
八
九
ん
r

は
作
す
か
ら

制
柊
心
安
一
点
酬
は
甫
訟
に
よ
る
そ
の
権
能
の
約
一
ボ
ま
た
は
批
不
の
放
棄
心
丘
町
叫
に
根
拠
コ
計
ら
れ
て
い

一
八
八
九
午
法
律

C
Fで
は

にい、
z
f
h
k
ょ
の
ほ
か

強
制
委
譲
L
Y

ふ
り
庁
内
に
併
出
す
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
委
誌
の
一
つ
の
刻
型
ぷ
見
つ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
同
ロ
択
の
主

思
と
い
う
恨
扱
は
、
そ
れ
ら
す
べ
て
に
共
通
し
と
い
こ
「
V

に
い
目
安
」
一
放
棄
の
意
思
な
見
川
す
」
と
は
科
目
却
で
為
？
三
攻
本
山
で
い
う

と
こ
ろ
の
強
制
一
会
読
に
つ
い
て
点
、

！日

七
条

項

川
幅
制
が
ふ
咋

ιー
の
刷
了
に
叫
関
心
で
あ
る
と
き
は

慌
で
に
一
一
尚
之
の
許
し
ょ

の
み
に
よ
っ
亡
、
凶
川
必
の

妥
認
を
決
定
す

吋也、一
v
」
＼
「

〔
川
淵
に
よ
る

f
の
伴
立
の
コ
り
波
、
〕
の
以
内
の
、
親
権
の
全
体
的
ま
た
は
お
分
附
H
羊
者
、
け
〕

ζ

規
r
～L
て
い
に
こ
乙
か
ら
、
同
一
慌
で
あ
る
J

裂
す
る
に
、
主
関
心
；
、
判
断
さ
れ
る
以
前
ピ
、

内
州
叫
が
9
f
k
第
一

石
に
預
け
て
い
た
こ
と
が
が
提
と
な
り
、

そ
こ
で
の
羽
の
権
利
刀
円
以
業
は
、

チ
に
コ
い
て
の
可
親
の
お
問
い
か
ら
rハ
サ
か
れ
て
い
打
。
れ

意
に
よ
る
子
り
引
渡
し
よ
h
J
b
絞
に
認
め
ら
れ
る
世
段
、
じ
は
、

y
d叶ぺ」パハに

市
川
相
酬
が
選
？
へ
だ
第
一
一
軒
に
対
し
て
1
4
T
伐
に
を
’
ね
？
に
ι
J

に

っ
、
て
の
権
利
の
七
伎
を
欣
棄
す
る
乙

γつ
古
川
心
を
去
し
一
に
ど
人
の

一
一
つ
斗
の
、
任
六
日
委
設
こ
強
引
委
譲
心
中
間
に
い
同

γ

る
f
女
子
は
に
つ
い
と
は

苅
待
。
一
委
設
は

回
一
一
七
七
条
の
ム
第
一
前
一
一
仁

！
？
ハ
歳
未
抗
の
有
か
父
母
F
人
以
～
河
川
目
白
人
の
町
、
ソ
千
く
、
引
一
ざ
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攻
ら
れ
た
と
き
に
も
、
同
紙
に
行
弓
こ
と
が
で
き
る

r
ぷ
め
ら
れ
て
い
た
）
こ
こ
で
は
、
同
視
の
志
県
の
関
う
は
否
P

心
さ
れ
て
い
る
三

つ
づ
く
作
圭
き
及
び
第
二
ハ
ノ
は
、
妥
一
訟
の
t

一
ぷ
が
な
き
れ
た
と
き
、
行
政
機
関
は
一
叫
親
に
神
ゐ
一
時
保
議
を
知
、
レ
J
rる
た
の

に
通
牙
を
行
わ
な
け
れ
ば
』
ぼ
ら
な
い
乙
規
｛
心
ず
る
」
。
川
川
判
例
は
そ
れ
へ
の
対
叱
の
た
め
に
一
ク
月
の
猶
予
合
告
し
て
お
り
、

） 

7jミ

と
の
間
判
明
山
什

に
均
羽
ー
か
ら
む
反
山
が
な
円
札
ば
、

の
請
求
が
造
り
、
家
政
宇

ιい
山
品
叫
リ
｛
巳
は
委
譲
ピ
つ
い
て
決
定
ん
三
、
ず
し
い
h

つ
仕
組
み
に
な
っ

て
…
た
。
こ
こ
に
判
混
心
権
利
？
以
来
の
古
川
山
小
川
帯
｛
止
さ
れ
ト
、
の
で
お
る
（
忠
一

U
A
条
の

第

以

t
L
U
U
1さ
た
よ
う
に

m川
牛
い
に
お
い
て
も

八
八
九
ヰ
法
作
と
円
以
に

L勺
r
中
古
臥
一
ボ
か
の
ギ
は
あ
れ
、
長
議
を
行
う
地
程
で

の
内
情
机
の
志
忠
に
松
拠
zVF
川良レ

L
い

。
ハ
〉
人
庁
法
伴
は
、

内
規
の
志

E
吉
祥
｛
七
で
一
芳
な
い
紫
長
心
安
一
d
i
b
J
昂

一一

L
V
一J
J亡

、、、才
L
：
メ

I
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設
し
す
に
町
出
卜
の
ド
ト
い
い
曹
長
官
ポ
℃
な
い
二
つ
の
委
設
中
一
つ
L

し、
h

れ
ど
強
制
委
譲
と
し
て
、
両
認
の
意
思
C
有
川
、
乞
任
託
委
長
と

ハ
九
制
委
謀
む
区
別
の
泉
市
ー
と
し
た
ν

｝
三
一
、
法
制
一
会
議
に
つ
い
て
定
め
る
一
じ
じ
条
填
は
、
第
一
醤
に

k
る
子
の
受
へ
れ
の
抗
況
に

工
る
区
別
J
V
削
除
L
て
い
る
わ
向
寂
に
よ
っ
て
f

十
の
引
波
し
が
な
さ
れ
ー
に
結
束
と
し
て
の
受
入
れ
で
な
け
れ
ば
な
ら
、
ぷ
い
と
い
う
緊
件

は
、
百
仇
い
丸
山
ス
ロ
つ
と
い
ム
広
か
っ
た
よ
う
で
為
る

に
L
」

L
ん
J
円
山

七
A
V
U

一

〉
乙
タ
こ
L

母
げ
か

心
京
北
一
山

っ
て
、
づ
十
が
そ
の
捨
中
々
の

家
族
で
設
、
入
と
共
に
H

杯
、
口
、
〕
て
い
る
場
合
に
は
、

し
め
る
戸
こ
の
安
打
が
品
川
廃
さ
れ
、

そ
っ
，
i
立、

；

l
t
 

化
じ
し
に
父
、
か
ら
＋
枕
父
へ
引
波
さ
れ
に
と
は
み
な
さ
れ
な
か
っ
丈
の
で

「
状
山
！
？
を
れ
吉
妾
ム
一
一
ず
る
」
こ
と
で
あ
る
じ
、
J

と
が
パ
て

に
設
け
ら
れ
た
要
件
ば

の
仰
の
よ
、
、
な
、

4
J
は
実
際
に
第
一
歩
一
の
下
に
い
る
に
ふ
か
か
わ
ら
ず
、
引
夜

L
乙
い

hL一
一
葉
の
｛
安
一
一
に
よ

J
L妥
議
が
で
き
な
い
ぬ

え
し
る
の

な
く
、
ノ
ア
を
引
認
す
」
こ
な
く
、
一
一
剥
が
口
ら
子
を
背
て
な
が
ら
、
第
一
ム
旬
十
自
の
防
げ
を
川
町
る
た
め
に
一
会
議
を
L
i
Q
h

一
こ
も
で

o

b

f

H

 

こ
の
民
社
h

は
、
下
に
、
病
気
や
↑
h
i
m
－九
r
A

っ
て

fζ
川
m
M
T
G場
合
、
あ
る
い
は
河
親
り
派
ノ
仁
の
ぬ
ム
ロ
は
こ
仕
怨
定

L
て
い
る
寸
1

ふ
あ
る
U

そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
、
そ
の
F

寸
つ
な
結
論
が
一
予
知
さ
れ
る
l

場
九
i

に
も
認
め
ら
れ
う
る
も
の
γこ
堺
、
予
れ
つ
、

L、

J7
一
品
、
、
」
の
新
た
な
突
付
け
は
そ
れ
ほ
ど
較
し
レ
も
り
て
は
な
く
、
を
の
証
苧
4

は
口
山
で
お
り
、

下
ム
コ
戸
L

r

－JUT
一、
J

L
ノム
U

H
l！
L

r
人

ト
は
九
州
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c8 

Y
一
勺

J

と
も
認
め
ら
れ
て
し
る
「
こ
れ
に
一
。
っ
て
、
妥
占
有
誌
の
司
LH
怜
は
大
幅
い
広
一
？
っ
た
と
己
え
る
じ

さ
て
、
ご
こ
ま
で
粁
古
E
f空
間
が
行
わ
れ
る
地
合
に
つ
い
て
、

U
J
T）
比
較
し
仕
が
り
見
て
き
た
。
打
窓
で
司
令
譲
一
J
る
と
は
ユ
ふ
ん
、

も
n判

円
所
が
介
入
ず
る
ド
」
は
制
点
り
時
か
ら
決
わ
り
主
い

つ
権
限
の
料
開
は
広
い

テ元
，~ 

詩
:cl、
組

ブ
ヴ
〆
ス
親
権
法
に
お
い

権
の
行
使
七
市
対
象
／
エ
q
J
る
こ
と
は
五
に
述
べ

そ
の
砧
材
は
親
権
不

4
処
分
牲
の
原
則
や
定
め
三
一
じ
六
条
に
表
れ
て
、
る
。

以
ハ
条
の
原
則
を
戸
視
し
う
る
の
は
、
及
川
刊

R
に
よ
っ
て
な
手
れ
た
決
4
止
で
あ
る
こ
こ
が
粂
作
乙
い
う
こ
ζ

も
そ
れ
を
不
し
て
い

。
っ
こ
い
寸
法
律
は
、
雨
続
に
よ
る
了
の
引
」
は
し
と
い
工

7
M件
を
撒
蕊
す
7
G
h

｝
と
ル
よ
っ
て
長
一
訟
の
司
能
吋
を
拡
大
L
3
4
0
4
し
れ
は
、

C
C
二’
q改
正
で
判
お
さ
れ
に
F
刑
判
の
法
舵
池
校
心
強
化
う
L

い
う
日
仏
出
の
一
価
い
日
で
為
る
h

w

一
心
方
向
笠
は
、
抵
抗
一
去
認
に
つ
い
て

考
察
す
る
際
に

上
り
顕
著
に
表
れ
る
コ
次
に

原
川
川
と
し
て
両
訟
の
志
位
に
某
づ
か
な
い
強
制
委
設
に
つ
い

北
E
Y交土、

4
1
一
了
在
日
記
f

J

」

除制
K
L
Z
f
r
Z
2
1
d
h

：
J

ん
同
七
年
に
は
じ
ん
ん
台
均
一
件
亡
り
J

てが、

一
九
じ
玉
川
は
！
万
作
土
法
え
、

一
九
九
f

ハ年

平、、
u
o

tJν 

τJ件
f

一
前
九
て
、
一
一
／

p

w
一
日
一
一
八
じ
り
九
八
一
円
叶
に
述
じ
、

ιτ
減
れ
れ
〆

j
H
向
ヘ
辛
じ
て
る

し
カ

L

C
ヘ
一
八
牛
の
し
的
地
垢

μ
H
数
は

（月刊、
υ働
省
人
九
段
主
税

E
U妹
判
止
川

l
t一

う
ち
、
旬
開
惟
や
行
h
L
C
け
札
ば
日
ら
な
い
干
の
｝
る
よ
へ
婦
の
μ

性
格
剖
ヘ
ー
は
ほ

h
rそ
わ
っ
一
、
し
な
い
け
れ
と

計
的
什
数
ハ
一
。
？
の
羽
川
洲
一
い
｛
4
て
、
て
の
「
て
つ
な
状
況
に
近
川
4
1
1
2
は
九
で
ド
ハ
一
年
に
は
い
山
一
弓
ザ
ん
八
同
人
て
の
つ
↑
」
か
、

に
同
方
向
七
五
八
人
に
遠

v二
tvる
一
台
一
ぺ
，
十
の
数
が
肘
も
多
い
ヘ
リ
は
、
部
始
打
数
も
荷
主
ノ
の
二
一
八
八
一
三
、
お
り
、

八
て
あ
る
）

九
刀

ハ
μ川
？
ζ
ぷ
γ

い

年
泣
「
詐
併
に
則
〕
2
9統
一
一
打
」
し
か
ず
の

－
酌
、
制
J

J

A

」
れ
山
へ
い
三
れ
る
－
、

‘lh
z
J
 

J

一

7
h
 

〉

6
F斗
に

じ
力
山
口
問
二

へ回
J
パf
J

午
前
布
平
成
一
九
牛
ヘ
下
動
法
統
J
1
円
郊
に
問
し
一
、
、
夫
の
初
婚
、
再
昨
出
向
わ
ず
÷
青
山
r
一
山
性
て
あ
る
一
い
ニ
J
M
川ば、

j

打んじい
t
r
に
は
七
勺
ヘ
押
一
士
3
お
足
以
に
刈
ν
二
七
日
%
）
で
あ
っ
た
川
、
コ
ご
川
F
L十
に
は

h
M
四
十
日
じ
刊
新
（
I
、
の
組
以
一
！

日
刊

J

二

六

〈
U
U
W

バ
ノ
と
八
一
さ
3

増河川
J

て
い
F
Q
ま
、
、
ま
の
初
格
再
炉
は
閃
わ
い
ず
h
A
が
再
耕
で
あ
る
と
い
ト
山
紅
毛
、
九
七
ハ

ι
一iM
ヘ

万
五
八
心
一
一
羽
一
人
支
店
総
訟
に
対
l
て
合
う
一
%
一
た
ハ
J

A

が
、
い
成
じ
ん
ー
に
は
三
万
一
八
九
州
叫
一
＃
心
総
鋭
に
J

打

し

ハ

J
一
%
J

？
と
六
さ
く
明
卯
L
1
v
λ
も
惇
ぺ
労
働
省
人
門
前
持
続
引
抗
珠
報
L
寸
ド
成
八
位
以
前
地
に
閉
す
る
持
主

c

山
口
、
一
れ
つ
の
統
計

特
早
川
川
、
山
県
川
%
鈎
古
川
ホ
ム
ベ
ど
か
白
つ
検
索
ず
7

匂
よ
子
炉
て
き
一
一
七
宮
吉
、
＼
2
5
5
E
L
2
m
二宅、

zcrEよ
己

z
r
E
－u
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木
町
仰
に
お
い
に
マ
ョ
一
i

｝
は
ギ
同

1
4色
々
」
口
叶
す
な
の
乙
ず
る
つ

い
以
上
、
「
開
」
に
お
い
ァ
、
九
ー
に
断

hrtど
一
長
土
と
川
、
ヲ
ペ
：
い
本
い
ん
I
E
工
2
A
V
C

（

j

木
正
之
苧
げ
に
じ
之
、
化
石
に
つ
い
て
、
，
V

一
三
イ
い
ユ
J
V
L

誌
に
救
育
が
九
円
ま
れ
る
よ
υ汗
刀
は
～
況
に
ご
て
異
去
る
後
指
U
K
L
7，F
t
c

（
ご
な
お
、
七
ハ
〈
条
は
、
七
七
会
で
設
川
上
の
維
新
の
均
〈
円
に
〉
い
て
、
じ
同
ん
条
防
相
刀
限
引
し
の
場
合
に
f
J

い
て
、
七
ヘ
八
条
で

父
の
刊
日
知
心
場
へ
に
つ
い
て

t
mさ
れ

t
い
る

一、G
3

も
っ
と
も
、
一
八
一
ハ
）
条
に
i
r
A

弘
主
投
行
L

L

」
ハ
ハ
条
に
い
う
主
点
が
日
の
す
も
の
て
み
る
ト
同
つ
の
山
n
h透
明
～
て
も
へ

LJA卜
山
、
ヶ

れ
を
同
む
も
の
と
堺
よ
る
｛
U

い
か
油
品
で
あ
る
仁
俊
μ
旬、いへ
l
M
）
参
照
f

f
p
J

）
木
ね
に
お
い
こ
丙
舟
波
永
住
〉
一
は
、
離
婚
位
向
川
相
し
て
年
ト
れ
た
京
浜
り
こ
〉
を
い
が

1

－J
ご
ざ
い
仰
に
お
い
、
第
一
守
f

一
点
、
父
斗
以
州
市
川
者
か
一
対
六
、
人
凡
は
り
の
井
綿
布
了
や
川
父
母
、
花
氏
以
外
ジ
ヶ
ゴ
も
九
円
む
も
の
J

士会

へQ
、
～
こ
り
問
題
に
悶
J

て
は
、
許
木
山
科
羽
J
間
保
に
1

一い

t

交
f
縁
述
、
ど
い
い
に
一
橋
一
両

L
A有
h

宇
↓
J

方
一

ι人
ー
ハ
牛
、
八
一

口
弘
、
山

H
九
廷
一
社
会
的
羽
子
り
法
的
関
係
一
川
比
也
、
ほ
か
絹
議
開
山
バ
、
不
終
決
1
r
Hド
一
昨
一
説
引
φ

九
九
二

1
～
一
円
日
巨

以
下
等
、
ま
た
、
井
古
川
民
永
住
に
到
す
る
工
内
全
体
的
な
4
T
J

慢
を
ヶ
る
4
1
u
ー
と
〕
て
、
大
付
敦
I
U

「
一
汗
町
市
↑
説
家
法
に
珂
一
j

る
送
金
ポ
一
人

J
U

け
p
ハ
ム
パ
コ
ご
サ
一
九
九
八
年
）
ニ
同
区
白
ヘ
を
奪
回
）
た
三
L
、
川
げ
な
の
場
今
、
子
、
、
苅
恥
悶
係
に
は
な
F

匂
へ
f

五
条
コ
ー
は
Lh扶

豆
長
！
し
1

ノ
〈
健
康
叩
険
、
十
利
用
す
る
こ
と
が
ど
さ
、
ま
に
芹
れ
プ
仏
1
い
い
パ
ノ
豆
一
刊
号
抗
｝
し
と
続
r
q
c
扶
需
品
A
U

訟
の
む
け
サ

γぱ－
h
b

｛
注
康
保
険
法

来
じ
ω

引っ

（

M

J

D

乙
J玉
、
主
成
J
I
明
日
置

f
緑
剖
ァ
ロ
寸
た
つ
に
付
拾
す
る
一
…
屈
は
L
〈
つ
か
み
さ
色
川
収
も
ι
人
き
な
尚
昆
は
、
池
絞
者

rι
と
ら
れ
な

か
っ
ヒ
札
口
品
利
の
ん
同
ト
況
で
あ
る
。
酎
的
役
羽
性
苔
f

と
め
つ
れ
た

J
h

江
川
、
羽
信
時
比
苛
J

P

心
め
つ
れ
な
か

h

…叫司令
J

司
の
日
H
m

な
：
）
一
九
十
で

が
相
ー
と
の
剖
で
、
ヘ
也
J
の
vp子
n
N
h
M
に
対
ム
ベ
る
代
詩
棒
幻
’
使
に
よ
っ

r
J

宏

T
U体
何
人
工
叫
リ
言
一
山
げ
る
こ
〉
が
で
芦
る
の
で
あ
る
さ
ら
に
、

こ
心
と
お
ら
、
未
成
年

u♂
芳
7
4
伝
組
に
山
h
h
L
－
Lrd
市
文
け
炉
心
ら
れ
る
衣
妃
荻
判
所
の
許
可
は
京
引
で
あ
る
一
一
九
八
去
川
喜
一
つ

一川
J

＼
礼
札
前
安
謀
M
－
…
え
に
悶
よ
る
ぷ
一
立
一
川
文
以
と
7

い
て
、
田
中
刊
一
括
判
制
液
状
リ
Mf更
と
課
担

fC山
川
斗
一
仏
ド
八
一
ん
壬
一
一
日
五
見
以
、
中

村
紘
？
骨
叩
－
豪
一
資
料
、
ブ
一
7

／
ス
法
叶
究

2

J
ノ
ン
ス
認
枠
法
の
改
正
哉
権
二
悶
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山
一
h
、
父
母
が
協
γ
北
上
の
帯
婚
を
す
る
に
き
に
、

4
c
v青
山
設
を
ず
べ
き
者
？
ら
拡
エ
議
に
つ
い
L

ム
叫
ほ
事
判
長
山
一
h

、

？と
U
協
誌
て
定
め
令
協
訴
カ
珂
？
わ
八
二
い
K
1
ヴ、

r
に
は
協
一
間
ιゴキ
j

る一

T
－
が
、
き
な
い
J

み
や
は
、
本
一
定
交
判
一
川
げ
が
、
こ
れ
を
定
め
る

ζ

規
定

〆一
L
L
L
Q
「
夫
婦
河
の
治
誌
に
よ
り
、
あ
る
い
は
宗
紅
裁
判
↓
附
に
よ
J

て
、
「
了
心
監
設
を
ヶ
？
A
一L
U
L

を
｛
し
め
る
こ
の
制
店
灯
、
川
町
刊
護
者
指

定
討
伐
仁
昨
ば
れ
る
も
心
で
か
わ
－
Q

へ
も
と
も
と
、
引
治
口
氏
託
に
お
ハ
じ
る
「
弘
之
は
、
一
此
方
ヒ
ァ
心
計
一
日
乞
す
る
こ
ζ

U

乞
ロ
昧
L
L
し
だ

（
中
川
ソ
で
／
ん
均
一
羽
吋
J

出

i
一
一
一
古
林
h
呂
町
広
斗
ヘ
ヤ
）
七
八
円
、
て
ど
の
段
、
八
（
）
条
口
に
よ
弓
ハ
旬
、
っ
し
て
、
じ
ハ
ハ
条
に
い
わ

ゆ
る
監
弘
行
一
ば
刻
、
奇
は
ム
F

～
J

い
こ
A

一二人
u
w
y
L
護
政
＼
中
川
善
之
助
一
編
『
市
引
が
だ
弘
法
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）
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一
十
今
世
間
九
h
九
行
｝
〔
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ι同
郎
、
一
立

ァーR
等
、
桃
山
背
も
ヘ
パ
主
計
／
U

乙
肝
す
る
L
d
川
護
教
育
点
（
件
包
完
了
一
市
川
町
決
心
子
の
y
h
護
川
｝
川
昔
ん
一
品
協
は
ず
政
直
桝
一
記
念
在
住
q

－何十八糸口孔
h

安
甘
ん
山
編
「
家
探
t
u
た
J
出
（
君
主
閣
・
九
品
川
一
ド
九
什
）
斗
史
、
鈴
木
禄
弥
認
叫
族
仏
語
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（
剖
J

ん
引
↓
九
八
八
年
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人
一
五
等
一
、
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父
月
の
常
々
が
義
母
白
J

｝L
Z

J

、
池
j
A
が
訟
寸
志
村

pf
な
〉
戸
一
場
合
に
は
、
後
五
に
身
上
校
生
地
｝
一
一
川
行
】
す
る
独
斗
の
権
限
か
認
め
ら
れ
る
－

ず
る
－
身
供
一
此
佐
説
一
政
害
弔
「
科
技
法
エ
ノ
り
妥
列

ιー
ハ
円
一
同
凶
員
百
一
ペ
J
判官附刊さ

h
、
日
現
存
で
は
身
前
日
諮
栓
A
J
h
J
両立一以｝

μふ
る
」
古
r
p
て
い
る
一
し
い
川
捻
1
F

附
実
名
の
竹
山
プ
区
乙
松
限
一
手
タ
七
店
ロ
九
ん
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一
二
？
巴
ど

L
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が
プ
？
立
、
ハ
長
の
抗
議
一

占
泊
定
は
M
h
護
権

ro指
定
ノ
ミ
川
去
で
あ
る

km併
さ
れ
今
て
う
れ
弓
問
一
え
、
十
九
店
丹
、
は
、
特
に
が
つ
な
い
治
主
ヘ
り
、
世
に
泣
議
ヘ
ゼ
｝
し
う
均

九一
τ山
川
七
六
六
条
に
い
っ
区
議
昔
え
問
団

J34
の
〆
ず
る
）

一
、
引
副
議
、
仏
川
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パ
法
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託
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札
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流

I
私

V
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τ

大
中
へ
九
九
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｝
二
円
、
店
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ア

一
円
山
＼
中
H
官
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助
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河
川
除
、
y
h
i
τ
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院
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一
川
八
仇
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一
一
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立
丸
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打
川
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「
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ど
J
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i
h
の
認
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一
長
問
」
↓
有
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悩
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r

J

（
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）
ヘ
一
一
戸
（
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一
山
、
府
出
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な
い
〆
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の
羽
躍
は
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に
当
独
行
法
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で
ψ

わ
る
（
ヘ
パ
M
b

叫ん叫羽）
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刊
一
氏
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K
4
4
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現
抗
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川
崎
工
法
併
説
（
？
本
引
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州
引

h
川
l
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一
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〉
七
九
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法
一
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右
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九
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町
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、
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木
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ヰ
古
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〆
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続
〔
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一
l
M
m
補
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一
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凶
不
訓
前
引
一
九
ヘ
年
ィ
五
（
ノ
ロ
等
c

（
幻
ポ
況
の
下
側
立
は
、
た
一
歩
／
以
、
東
五
品
山
川
平
成
ハ
、
年
二
月
八
日
系
月
六
台
七
芯
円
九
肖
一
、
取
引
寸
ド
投
ヒ
午
円
六
1
1

」民

憶
す
九
舟
（
け
一
ハ
ワ
一
九
（
〉
貝
、
烹

ur判決
、
γ

成
乙
年
ハ
月
二
八
日
家
け
で
八
九
ぃ
同
A
7
一
心
υ
耳
、
人
収
i

一川町決守山市

E
寸
六
け
一
一
口
γふ

U
トI

宇
古
八
I

炉、

mh干
勺
－
九
二
交
易
リ
P

（
刊
ぬ
い
斗
貯
弘
一
ザ
ホ
民
法
一
（
村
山
川
良
い
へ
’
i
教
J

「
張
問
ハ
ム
日
・
九
九
丙
午
一
一
じ
立
c

（
川
川
～
乞
L
～’〆、け
λ

務
f

－は一

ρ
、｝

一
品
共

l
波
権
制
↓
口
ぺ
l
」m
川述）↑一に、
L

甘一凶辻一い
E

八「－、汁班！一品円鴨珂山叩布つ内
W
ず
凹
州
慌
叫
附
伎
刀
千
L

〕
も
川
税
権
及
び
監
J

月
は
に
閲
↑
吋
J

る
比
較
什
、
川
山
刈
L
～ん式問
削

－ア

dυ
」）平
U
の
存
ν千
仁
U

刊
、
同
読
人
品
円
一
、
Hγ
竹加
h
ぷ
μ凶
Y

山
川
六
日
ハ
い

yFf一
川
へ
日
）

一
川
＼
山
戸
ん
早
福
州
法
二
一
二
条
ロ
ハ
は
、
1

児
平
又
は
l
L
主
M
M
灼
川
口
前
十
流
に
荷
台
ー
な
い
昔
「
次
長
及
び
市
三
十
二
ν

去
の
八
に
、
じ
て
児
室
寺

と
｝
、
つ
｝
の
哉
位
青
山
子
、
え
の
可
制
栓
ム
ゲ
ー
い
川
田
市
L

e

J
へ
は
白
し
く
が
れ
め
で
あ
匂
｝
長
一
は
、
見
I
一
州
市
ー
ヘ
ビ
三
同
条
の
規
定
h

d

る
間
怖
史
去

の
肯
［
一
心
詰
P
J
は
、
同
条
に
｛
止
か
め
る
起
の
ほ
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、
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氏
主
化
説
司
民
も
、
こ
れ
ど
／
わ
ん
J

こ
三
人
川
て
き
る
一

1
2
止
山
て
る
し
カ
し
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こ
C
条
え

に
生
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ご
山
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出
羽
訣
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行
っ
～
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権
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日
パ
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件
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は
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は
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F
か
凶
作
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あ
円
、
う
七
本
間
件
数
は
一
作
で
あ
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什
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催
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叶
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一
ヘ
＼
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作
中
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叫
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台
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人
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叶
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凶
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1
4
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引
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局
、
パ
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河
一
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V
九
州
針
法
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〉
↓
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問
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、
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F
U
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「
L
U
宅
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中
川
昔
1
4
助
先
バ
I
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現
代
不
快
ェ
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調
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女
口
討
会
稿
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札
代
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技
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系
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有
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パ
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工
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時
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安
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仇
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什
況
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↑
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＼
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ワ
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司
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れ
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古
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史
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台
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菅
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／
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￥
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＼
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／
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岡
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］
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〉
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限
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椿
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＼
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叩
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司
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仙
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仏
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／
c

f

刊
）
州
引
い
h
政
汁
仰
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－

R
設
す
枠
乏
に
間
同
一
GJ
る
ほ
近
の
と
一
例
間
除
法
学
六
ロ
一

C
C八
1
）
一
ノ
ハ
ル
買
い
品

ι、
岳
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あ
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／
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ア
る
c

十
九
段
附
心
紛
斗
J

て
み
る
と
レ
う
快
拠
心
勺
ど
ん
人
ご
こ
乙
に
な
る
か
一
】
一
で
あ
る

一
川
川
＼
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／
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わ
れ
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